
登録再生利用事業者 [全事業共通項目]不正転売防止ガイドラインへの対応]    業界自主基準チェックシート                          一般社団法人 全国食品リサイクル連合会 

 

 

 

調査年月日には実際に調査した日付を記入すること 

調査対象欄には 調査対象の会社名を記入すること 

調査者には、審査した人の名前を記入すること 

実施確認の結果評価については、総合的に勘案して不正転売への取組を評価すること 

 

 

☑実施 （実施していることを確認） ☑不可（実施できていない場合にチェックする）  ☑対象外（対象としない項目を確認）☑今後検討（次の更新審査までに取り組む） 

1．不正転売防止措置に関する具体的な取組について 実施 不可 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

不正転売

防止の具

体的な対

策 

社員の持ち帰りや食用利用や転売を禁止し

ているか 

☑ □ □ □ 社員教育 新人入社教育では必須教育している。 

全体会議で全員に周知を図っている。 

社員に誓約書を書かせているか □ □ ☑ □  社員教育で対応 

冷蔵庫がある場合、施錠保管しているか □ □ ☑ □   

転売防止の掲示物を掲示しているか □ □ ☑ □  社員教育の場で啓発を行っている。転売禁止掲示板を掲示する

ことは必要としない。 

タグ管理等により食品廃棄物を区分してい

るか 

□ □ ☑ □  特徴として、タグ管理できるものはなく受け入れた食品廃棄物

は、即日処理を実施している。 

適正な料

金での受

託 

地域相場を調べて把握しているか（環境省情

報提供） 

☑ □ □ □ 全食リ連 会員交流及び行政情報 ① 地域相場については、全食リ連の会員間における情報など

により把握している。 

② 地元、市町村の焼却処理単価の変更については、当該市町

村より通知がくるので把握できている。津市 15円、桑名市

20円、四日市市 16.5円 

原価計算方法について書類を用いて説明で

きるか 

☑ □ □ □ 原価計算書 原価計算については、５年前と同様の手法で計算しており、収

入に関しては、食品循環資源再生見込み量を過去データーより

算出している。支出に関しては、施設のランニングコスト（施

設運転コスト+諸経費+人件費）+資材購入経費（木くず購入費+

もみがら購入費+種菌代+人件費）の合計から算出している。 

利益上乗せ部分について書類を用いて説明

できるか 

☑ □ □ □  上記の計算により製造原価が損益分岐点となり、それに地域相

場の処理単価を加味した上で、受け入れ量や肥料製造量を推計

して設定している。 

地域における一般的な処理料金の半値程度

を下回る価格で受託していないか 

☑ □ □ □  上記の計算により、おいて半値を下回る金額では受託していな

い。 

調査年月日 調査対象 調査者 審査種類 確認者 

令和 5 年 8

月 8 日 

会社名 

㈲三功 

 

所属 

担当者名 

全食リ連 松岡力雄 

 

更新審査 

片野宣之 

実施確認の 

結果評価 
評価  可・不可 

 



処理料金を公示（掲示）しいているか ☑ □ □ □  掲示板において表示している。 

適正処理料金受託のため排出事業者への理

解・努力している内容を説明できるか 

☑ □ □ □  上記により説明している。 

 

 

 

特記事項 

① 混合物が多く、転売できるようなものは受け入れていない。 

② 原油価格の高騰については、収集運搬費を排出事業者に理解の上、若干、値上げさせていただいた。 

③ 原油高騰分は、概ね月間平均 70万円ほど上がっていた。排出事業者の排出規模を、大・中・小のグループに分け、原油高騰分を排出規模に見合った形で値上げした。 

 

 

総評 

今後、太陽光発電事業の省エネ効果により、電気利用料の軽減が期待できる。 

廃プラスチックの再生ごみ袋の販売においても堆肥より販売価格が高く、松坂市のごみ袋に指定されていることから、今後、他市への販路拡大も期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


